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大
本提案は、北海道にかつてより由来する「羊の生態系と文化」に着目し、大地に根付く巣のよ
うに人間と動物の住処を点在させ、羊による草地への撹乱を利用することで新たな半自然草
原の風景を生み出すものです。同時に牧草地と都市の庭を繋げていきます。恵庭市を中心と
した市民の「巣」の庭づくりは、大地と産業を変容させるために羊の生態系を用いることで、住
民や観光客のための空間や産業の更なる発展による職業の機会を提案します。そうすることで、
新たな大地の巣としてのガーデンシティを作り上げます。

ガーデンシティ分析　コンセプト
フレームワーク

北海道農用地面積

地 の「巣」 こ
の
道
は
い
つ
か
來
た
道
、

こ
の
道
は
い
つ
か
來
た
道
、

あ
の
雲
も
い
つ
か
見
た
雲
、

あ
か
し
や
の
花
が
咲
い
て
る
。

お
母
さ
ま
と
馬
車
で
行
つ
た
よ
。

山
査
子
の
枝
も
垂
れ
て
る
。

あ
あ
、
さ
う
だ
よ
、

あ
あ
、
さ
う
だ
よ
、

あ
あ
、
さ
う
だ
よ
、

あ
あ
、
さ
う
だ
よ
、

あ
の
丘
は
い
つ
か
見
た
丘
、

ほ
ら
、
白
い
時
計
臺
だ
よ
。

——

「
こ
の
道
」
北
原
白
秋

札幌

食品

医療

支笏湖

漁業

野菜

稲

 牧場

運送

空港

園芸

機械

スキー 場

スマート 不動産

果樹

山

恵庭

千歳

北広島

山林
医療福祉

田
卸売 · 小売業
草原

宅地

製造業
畑

建設業

山林

卸売小売業

畑 

雑種地

専門科学技術、
業務支援サービス業

宅地

保健衛生・社会事業

山林

卸売 · 小売業
雑種地

建設業

畑

医療 · 福祉

宅地
運輸 · 郵便業

山林

卸売・小売業

池沼

宿泊・飲食サービス業

畑

生活関連サービス・娯楽業

原野

建設業

元 々 の 経 済 モ デ ル
は 一 次 産 品 の 販 売
に 基 づ い て い ま す。

1北海道という土地：多様な天然資源に恵まれ、農業、畜産、水産、
観光を発展させてきました。 2恵庭市の産業：主に一次産業と二次産業によって成り立っており、農業や畜産に適した平野都市です。 3産業経済を拡大化：より多くの雇用機会を提供するために、恵庭

の既存の産業経済を拡大する必要があります。

既存の産業構造
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4牧草地と庭の再設計：恵庭の既存の牧草地や庭を十分に
活用する必要があります。

牧草地

草地庭

農地 都市

羊牧場

牧草

ジンギスカンバー
ベキュー

食事療法

放牧羊の計画

羊の歴史資料

西洋から輸入された
技術

北海道大学の技術

5文化の発展化：恵庭市は北海道の一員として、歴史と文化を守り発展させる

羊の痕跡 羊にまつわる文化知識 羊に関する食事 羊の歴史

必要があります。

羊の働き

01：移動による土壌圧縮 02: 食草によるギャップ形成 03：副産物の供給

踏圧による圧力によって植生
に撹乱を引き起こす。

連続的な食草によっ
て、地上の光条件を
強化する。

放牧密度の設計 | 緩衝帯

適切な放牧密度の設計によって
植生の多様性を向上させる。

遷移途中の自然草原 半自然草原 枯れ草の堆積層

遷移し森林になる途中の草原
を踏圧によって制御する。

草地生態系の縮小や劣化、草地生態系
の保全が必要

枯れ草の堆積層

変遷

羊の導入による草地管理

緩衝帯による放牧密度調整

ギャップの形成

中密度の短期放牧

高齢化、人口減少による更なる放棄地
拡大

植物種の新規定着と地上の光条件
強化

草地生態系の保存と家畜生産の両立

耕作放棄地化 草地生態系の代替地利用 適切な放牧密度計画によるギャップ形成 花・植生構造の多様な環境

人為的な撹乱によって作られる半自
然草原は生物多様性を保存する。

堆積層の除去によって下層の
植生が繁茂する。

羊の主な生産物であ
る、お肉、羊乳、羊皮、
羊毛を供給する。

人の働き

生態系への働き



牧場部分のマスタープラン都市部分のマスタープラン

はなふるの文化を感じる羊園路

羊の暖かさを感じる温室の庭
人々は羊の角の髪飾りをかぶって、花
園の温室で、羊の風鈴が鳴る音を聞い
て自然を感じています。

人々ははなふるでキャンプをして、花の茂みの中で
羊の歴史を読んで、羊の文化はあなたに恵庭とい
う都市をもっと理解させます。


